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【公開日】平成25年6月24日(2013.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-033
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【国際特許分類】
   Ｂ４３Ｋ   8/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４３Ｋ   8/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月3日(2013.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　バルブ収装筒２内には、その先端側から順に、インク貯留部材５とバルブユニットケー
ス６とが装填される。インク貯留部材５は、基板７の中央に延設されて芯４の後半部が摺
動可能に挿入される芯挿入筒８と、芯挿入筒８の外周面にその全長に亘って狭間隔置きに
配設される円形の環状板９とから成っていて（図６、７参照）、後述するようにしてイン
ク貯留部材５に導入されたインクが、各環状板９間の隙間とバルブ収装筒２の内周面とに
囲まれるインク貯留空間１１を満たすように構成される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　上記構成において、インクタンク軸１内のインクは、芯４を下向きにすることにより、
自重で蓋部材１６のインク通流孔１７を自由に通り抜けてバルブユニットケース６内に流
入し、そこを満たす。このバルブユニットケース６内に入り込んだインクは、芯４がバル
ブ収装筒２内に押し込まれてインク供出口１２が開放されるまで、そこに留まる。そして
、芯４がバルブ収装筒２内に押し込まれてインク供出口１２が開放されると同時にインク
貯留部材５内に流入し（図３）、流入したインクは、上述したように、環状板９間の狭い
間隙とバルブ収装筒２の内周面との間のインク貯留空間１１を充填すると共に、随時芯４
に染み込んでいく。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　　１　　　インクタンク軸
　　２　　　バルブ収装筒
　　３　　　縮径部
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　　４　　　芯
　　５　　　インク貯留部材
　　６　　　バルブユニットケース
　　７　　　基板
　　８　　　芯挿入筒
　　９　　　環状板
　１０　　　縦溝
　１１　　　インク貯留空間
　１２　　　インク供出口
　１３　　　弁体
　１４　　　開閉ピース
　１４ａ　　支持部
　１４ｂ　　鍔部
　１４ｃ　　ストッパー
　１５　　　リターンスプリング
　１６　　　蓋部材
　１７　　　インク通流孔
　１８　　　芯挿入孔
　１９　　　フランジ
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